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社会認識の育成における社会科と生活科の関連
－『生まれたころのぼく・わたし』を手がかりに－
The Relation between Social Studies and “Seikatsu-ka ”
（the Subj  ect for Social Life and Living Environment)  in Developing Social Cognition
一Through Discussing the Unit “When Ｉ Was Born ” ―
峯　 岸　 由　 治
（草加市立八幡小学校教諭）
Ｉ　 はじめに
1989年３月15 日に発表さ･れた新学習指導要領は，小
学校低学年において社会科と理科を廃止し，生活科を
新設した。文部省は新設した生活科について，「昭和
40年代からの小学校低学年教育の在り方についての検
討の経過を踏まえて構想されたものである。」と，生
活科新設 の経緯を説明しｔ いる。ｍ　　 さらに，小学
校低学年は，「学校教育 の初期の段階にあることから，
国語や算数などの基礎的な学力の充実を図るとともに，
学習や生活の基礎的な能力や態度の育成を一層重視す
る必要がある」とし，生活科を「自立への基礎を養う
中核的な教科」として位置づけている。（2）
生活科の新設に伴い，生活科の研究推進校が都道府
県に各一校ずつ委嘱され，一昨年，昨年と研究発表が
行われた。また，文部省の研究委嘱校とは別に，教員
養成を行う大学の附属小学校等でも研究発表が行われ
ている。果たして生活科の授業とはどのようなものか，
３年から始まる社会科との関連はどうなるのか，新教
科発足までの準備期間ということもあって，各推進校
の研究発表にはたくさんの参加者がつめかけている状
況である。
そこで，本小論では，研究推進校における生活科の
授業実践を手がかりに，社会認識の育成における社会
科と生活科の関連について考察する。具体的には，埼
玉大学附属小学校における「生まれたころのぼく・わ
たしをしらべよう」の授業実践を対象とする。その際，
対象となる授業実践を，教材内容及び学習指導過程の
二つの要素から分析・考察する。というのも，生活科
の授業実践に内在する授業構成や認識育成に対する考
え方を明らかにすることによって，社会科と生活科の
関連がより明確になると考えるからである。
Ｈ　「生まれたころのぼく・わたしをしらべよう」の
授業構成
1989年２月８日（水），埼玉大学附属小学校におい
て開催された『第54回　小学校教育研究協議会』で公
開された生活科の研究授業は，以下の通りである。
年組 単元名 指導者
１年１組 お父さん，お母さん，ありが
とう
小概　真人
1 年2 組 もうすぐ２年生 石田　拓喜
1 年3 組 冬と遊ぼう 若手三喜雄
２年１組 わたしは小さなお母さん 瀧澤　重博
2年2 組 節　　分 小野　哲史
2年3 組 ぼく・わたしの物語を作ろう 松澤　勇治
この中から単元名 厂ぼく・わたしの物語を作ろう
生まれたころのぼく・わたしをしらべよう」を取り上
げ，生活科の授業構成を明らかにする。 この授業実践
を取り上げた理由は，本実践が研究の会場で発売され
た埼玉大学教育学部附属小学校著『子どもの特性を生
かした生活科の指導』の中でも,「指導計画の実際」例
の一つとして紹介されており，同校の生活科授業実践
を検討する上で適当な実践と考えられるからである。（０
１． 匚生まれたころのぼく・わたしをしらべよう） の
授業実践の概要
本単元の目標は，以下のようになっている。
「○　誕生から現在までの自分の成長を振り返り，自
分の成長を支えてくれた家族や周囲の人々に感謝
の気持ちをもつことができるようにする。
○　自分の成長の様子を調ぺ，『物語』を作る計画
を話し合い，必要な事を調べたり集めたりしてく
ることができるようにする。
○　両親や家族の期待の中で誕生し，愛情あふれる
お世話を受けたことを，『誕生したころの自分』
作りを通して感じ取らせ，感謝の気持ちをもつこ
とができるようにする。
○　 家族や周囲の人々の話や写真 一アルバムなどの
資料をもとに，自分の誕生から現在までの成長の
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様子を ，『ぼく・わたしの物語』としてまとめる
ことができるようにする。
○　家族をはじめ，援助してくれた多 くの人々に感
謝の気持ちをもち，その気持ちを手紙に書き，発
表することができるようにする。
○　 「ぼく・わたしの物語」作りにねばり強く取り
組み，これからも自分の力を伸ばしていこうとす
る気持ちをもつことができるようにする。」
上記のような単元 の目標に到達させるために，指導
計画は以下 のように組まれている。なお ，指導計画は
９時間扱いとなっている。
「（１）ぼく・わたしのれきしをあつめよう…１時間
（２）小さいころのぼく・わたしのようすをしらべ
よう　　　　　　　　　　　　　　　 …２時間
（本時1.2/2 時）
○　小さいころのぼく・わたしの様子を調べる計画
を立てる　　　　　　　　　　　　　 …0.5 時間
・小さいころのことについて調べさせたことを発表
する。
・『誕生したころの自分』を作る計画を立てる。
Ｏ「誕生したころの自分」を作る○‾ ‾ ¶
・『誕生したころの自分』を作る準備を
する。
・『誕生したころの自分』を作る。
○『誕生したころの自分』の世話をし
家族や周りの人々の気持ちを知る。
・『誕生した自分』の世話をする。
・友達の世話の様子を見合う。
にする。　　　　　　　　　　 （思考・判断）
○　両親や家族に感謝の気持ちを表そうとすること
ができるようにする。（関心・態度）」
上記の目標を達成するために，授業 は以下のように
実践されている。
導入では，誕生のころの写真が提示され，両親や家
族の存在が明らかにされる。続いて，自分が誕生した
時の両親や家族の気持ち（父母の期待や不安，父母や
家族の喜び，感動）が，次のような観点で発表される。
「・生まれるまでの父母や家族の願い
・お母さんのおなかの中でのわたしの様子
・生まれた時のわたし（いつ・どこで・どんな状態
で・体の大きさ）
・生まれた時の父母や周囲の人々の気持ちや感想
・命名の由来」
あわせて，両親や家族の気持ちの共通点や相違点が，
クローズアップされる。
展開では，「生まれたばかりの私を ，お母さんやお
父さんたちは，どのようにお世話をしてくれたのでしょ
う。生まれたばかりの私を作ってみましょう。」とい
う発問・指示を解決するために，まず乳児用のくつ下
を手がかりに誕生のころの大きさを想像し，自分の生
まれたころの人形づくりが行われる。人形づくりでは，
1｡5時間　　 写真を参考に，目や口などが描かれ，自分の生まれた
時の体重に近い砂袋を持ってみる。そして，できあがっ
た人形を使って，下記のような活動が行われる。
厂・衣類を着せる。(帽子・靴下・手袋等も含む)
・おむつをさせる。
・ベビー布団に寝かせる。
・ほにゅうびんでミルクを飲ませる（まねをする）
・ひざにだいてみる。
・お風呂に入れる。
・おもちゃ等であやす。」
まとめでは，グループごとに人形を世話をした時の気
持ちが話し合われる。
２。「生まれたころのぼく・わたしをしらべよう」の
授業構成
（１）教材内容の構成
本時は， 厂両親や家族の期待の中で誕生し，愛情あ
ふれるお世話を受けたことを，『誕生したころの自分』
作りを通して感じ取らせ，感謝の気持ちをもっことが
できるようにする」ことが意図されている。
そのために，まず両親や家族の存在が提示され，自
（３）ぽく・わたしの物語をつくろう　　 …４時間
（４）ありがとう　おとうさん・おかあさん
…２時間
本時は，「（２）小さいころのぼく・わたしのよう
すをしらべよう」である。本時の目標 は，以下の通り
である。
「○　両親や家族の期待の中で誕生し，愛情あふれる
お世話を受けたことを，『誕生したころの自分』
つくりを通して感じ取 らせ，感謝の気持ちをもつ
ことができるようにする。
○　両親や家族が，様々なかたちで自分の援助をし
てくれた例をあげることができるようにする。
（知識・理解）
○　手順にしたがって『誕生したころの自分』の人
形を作ったり，それを使って両親や，家族の気持
ちを表したりすることができるようにする。
（表現・技能）　　 分か誕生した時の両親や家族の気持ちが明らかにされ
○　両親や家族が，『誕生した自分』を愛情をもっ　　 る。しかも，両親や家族の気持ちの中でも，誕生への
て世話をしてくれた例をあげることができるよう　　 期待や喜びが強調される。
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続いて，生まれたころの自分の大きさを知ることに
よって，小さかった自分が受けた世話が想像され，両
親や家族への感謝の気持ちを持つように教材内容が構
成されている。
つまり，本時 は両親や家族の心情を理解し，感謝の
気持ちを持つという道徳的態度を形成する教材内容の
構成になっていると言える。
教材内容が前述したような構成になるのは，第一に
本実践が「生活科のねらい」 ，及び内容構成の「内容
設定の視点　 第２学年　ヵ」 と「内容選択の視点⑨
（自分の成長）」を受けて構成されているからである。
「生活科のねらい」は，次のように述べている。（5）
「具体的な活動や体験を通して，自分と身近な社会
や自然とのかかわりに関心をもち，自分自身や自分の
生活について考えさせるとともに，その過程において
生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ，自立への基
礎を養うことをねらいとする。」
「内容設定の視点　 第２学年　ヵ」 は，次のように
述べている。（6）
「・自分が生まれてから現在までの自分の生活や成長
には多 くの人々の支えがあったことが分る。
・それらの人々に感謝の気持ちをもち，意欲的に生
活することができる。」
「内容選択の視点⑨（自分の成長）」は，次のよう
に述べている。（7）
「⑨自分でできるようになったことや生活での自分の
役割が増えたことなどに気付き，自分の成長を支えて
くれた人々に感謝の気持ちを持つことができるように
する。（自分の成長）」
つまり，生活科における本単元の授業では，「自分
が生まれてから現在までの自分の生活や成長には多く
の人々の支えがあった」 ことや，「自分でできるよう
になったことや生活での自分の役割が増えたことなど」
を理解することによって，「感謝の気持ち」をもつと
いう望ましい態度の形成が意図されていると言える。
第二に，前述した内容構成の基盤に立って，指導者
が以下のようなねらいを もっているからである。
「・諦E牛から現在までの自分の成長の様子を振り返り，
自分の成長を喜ぶこと。
・自分の両親をはじめ，周囲の人々の援助を受けな
がら成長してきたことに気付き，感謝の気持ちを
持つこと。
・自分が，周囲の人々から大切にされ期待されて大
きくなったことを知り，これからも自分の力を伸
ばしていこうというめあてをもっこと。」
上記の「ねらい」が設定されているのは，「児童の
成長のかげには，両親をはじめ周囲の多くの人々の，
直接的・間接的な援助があったはず」だが，アルバム
などでは，「その時の児童自身 の状況については知れ
ても，その背景にあるはずの，家族や周囲の人々の気
持ちやはたらきかけは，分らない」と考えているから
である。
つまり，成長 の様子を理解し喜び合うことよりも，
両親や家族の心情の理解が強調されていると言える。
（２）学習指導過程の構成
匚生まれたころのぼく・わたしをしらべよう」では，
前述したような認識に到達させるために，学習指導過
程が次のように構成されている。
導入では，誕生のころの写真が提示され，学習内容
への動機づけが行われる。そして，児童が調べてきた
以下の点が発表されることによって，父母や家族 の気
持ちが認識される。
「・生まれるまでの父母や家族の願い
・お母さんのおなかの中でのわたしの様子
・生まれた時のわたし（いつ・どこで・どんな状態
で・体の大きさ）
・生まれた時の父母や周囲の人々の気持ちや感想
・命名の由来」
しかも，共通点と相違点をクローズアップすること
によって，両親や家族がいだいた期待や喜びが強調さ
れる。
展開では，「生まれたばかりの私を，お母さんやお
父さんたちは，どのように世話をしてくれたのでしょ
う。生まれたばかりの私を作ってみまし亠う。」とい
う課題がなげかけられる。この発問を解決するために，
まず乳児用のくつ下が提示され，誕生のころの大きさ
が想像される。続いて，人形作りの過程で人形を自分
の体にあててみたり，生まれたころの重さと同じ重さ
の砂袋を持つことによって，自分の生まれたころの大
きさが強調される。
最後にできあがった人形を相手に以下のような活動
をすることによって ，自分の世話をしてくれた両親や
家族の気持ちが想像される。
「・衣類を着せる。（帽子・靴下・手袋等も含む）
・おむつをさせる。
・ベビー布団に寝かせる。
・ほにゅうびんでミルクを飲ませる。（まねをする）
・ひざにだいてみる。
・お風呂に入れる。
・おもちゃ等であやす。」
まとめでは，人形の世話をした時の気持ちを発表し
あう。
このように，「生まれたころのぼく・わたしをしら
べよう」 の学習指導過程では，導入で誕生をめぐる両
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親や家族の期待や不安，喜びが，発表を通して認識さ
れる。さらに，共通点，相違点という視点 によって，
期待や喜びが強調されている。展開で は，人形作りを
通して，自分の生まれたころの大きさがリアルに認識
される。そして ／人形の世話をすることによって，両
親や家族の気持ちが心情的に理解されるようになって
いる。まとめでは，世話をした時の気持ちを発表しあ
うことによって，心情的な理解が強化されている。つ
まり，本実践は人形を擬人化したごっこ活動を通して，
心情的な理解をはかり，望ましい態度形成を促そうと
していると言える。
このような学習指導過程の背後 には，第一に， 厂自
己と周囲の人々とのかかわりを意識した活動としたい」
という考え方がある。･だから，人形を擬人化し， 匚家
族の一人となって誕生時の自分の世話をする活動」を
取り入れているのである。
第二に，「自分でその成長を実感できるような体験
をさせることは，意識的に生活することができるよう
にするうえで大切である」とする。体験重視の考え方
がある。それゆえ，人形作りの中で， 厂調べてきた数
値や話を参考にして」製作活動を行わせたり，「人形
を自分や友達の体にあててみて，自分の成長ぶりに気
づかせ」たりしているのである。
Ⅲ　社会認識の育成における社会科と生活科の関連
埼玉大学附属小学校における生活科の授業実践は，
自分の成長が他の人々によって支えられていたという
ことを，直接的な体験を通して心情的に理解させ，望
ましい態度の形成をはかろうとするものであった。こ
こでは，この授業実践の構成基盤となっている。新学
習指導要領生活科の認識育成に対する考え方を分析・
検討し，社会認識の育成における社会科と生活科の関
連について考察する。
などの自然とのかかわりに関心」をもつ，「自然を大
切にしたり，自分たちの遊びや生活を工夫したりする
ことができる」といった，「関心」や「態度」が到達
点として具体的に明示されている。
すなわち，生活科の授業では，上記のような『関心』
や「態度」を育成するという観点から，教材内容が選
択されることになる。
しかも，選択された教材内容を学習していく上で ，
「従前の社会や理科の学習においては，身近な社会や
自然を観察の対象としてとらえがちであった」として，
「児童を取り巻く社会環境や自然環境を自らもそれを
構成するものとして一体的にとらえる」ことが強調さ
れている。（9）
つ まり，生活科の授業 で目指 されている認識 は，
「社会事象や自然の事物・現象のあれこれを客観的に
とらえること」で はなく，社会や自然の中での自分の
在り方を認識させることであると言える。（jO）
また，前述した生活科の目標は，その最初の部分で，
「具体的な活動や体験を通して」と，学習指導過程に
おける具体的活動や体験を強調している。
この「具体的な活動や体験を通して」とは，「見る，
調べる，作る，探す，育てる，遊ぶなどの学習活動で
あり，また，それらの活動の様子や自分の考えなどを
言葉 ，絵，動作，劇化などによって表現する学習活動
である」と解説されている。（11）
しかも，生活科の授業では，「具体的な活動や体験
は，単なる手段や方法では」なく， 厂具体的な活動や
体験そのものが，生活科にあっては極めて重要な意味
をもって」おり，「児童の体験を通して実感的な分り
方」が重視されている。（12）
つまり，生活科の授業における直接的な体験や具体
的な活動は; 児童の認識を育成する手段ではなく，心
情や感性を形成するものとなっていると言える。
１。新学習指導要領生活科の認識育成観　　　　　　　　 ２．社会認識の育成における社会科と生活科の関連
新学習指導要領は，生活科の目標について，次のよ　　　 これまで蓄積されてきた低学年社会科の授業実践で
うに述べている。（8）　　　　　　　　　　　　　　　　 は，「社会事象を客観的なものとして対象化する力を
「具体的な活動を通して，自分と身近な社会や自然　　 位置づけ，その指導を重視」してきた。というのも，
とのかかわりに関心をもち，自分自身や自分の生活　　 「自他の意識が未分化で自己中心的な発想をする低学
について考えさせるとともに，その過程において生　　 年の子どもたちに，社会は客観的なもの，自分の外に
活上必要な習慣や技能を身につけさせ，自立への基　　 あるものととらえさせていくことを指導している点で，
礎を養う。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 すぐれた低学年教育としての発達論的意味を もってい
そして，「各学年の目標及び内容」 の「１　日標」　　 る」からである。（13）
では，「自分と学校，家庭，近所などの人々及び公共　　　 また，「子どもの直接的経験を通しての現実認識」
物とのかかわりに関心」をもつ，「集団や社会の一員　　 が重視された。なぜなら，「この時期の子どもたちは
として自分の役割や行動 の仕方について考え ，適切に　　 言葉に強い関心を示すと同時に，言葉さえ知ってしま
行動することができる」 ，「自分と身近な動物や植物　　 えばそれでものごとの本質に達したと考えてしまう」
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傾向があるからである。（川
それゆえ，個々の実践では，「①観察や調査の視点
を明示する。②子どもたちが毎日見たり聞いたり経験
していながら，しかし気づいていないことに目を向け
させる。 ③調査等 の結果 ，確認されたことを，必ず
に とば』『概念』と関係づけて理解させておくなど
の指導の観点が貫かれて」いたのである。（15）
すなわち，これまでの低学年社会科の授業実践は，
社会現象を客観的なものとして対象化させたり，直接
経験を通して現実を認識させるといった指導によって，
児童の認識をより高い水準に引き上げようとしてきた
と言える。つまり，教育的な働きかけとの関連で児童
の認識育成がとらえられているのである。しかし，前
述したように生活科の授業 はこうした知見とは異なる
考え方に立っており，児童の認識発達に追随するもの
となっている。そのためJ 社会科が生活科との関連を
はかることによって，社会事象に対する認識はあいま
いなものとなり，科学的な社会認識形成が妨げられる
可能性が強いと考えられる。
加えて ，新学習指導要領社会，第３学年 の「内容
（１）」は，次のように述べている／16）
「自分たちの地域の人々が，公民館，図書館などの
公共施設を利用している様子及び地域の清掃や交通安
全などの活動に参加している様子を観察したり調べた
りして，地域の人々は協力して生活の向上や住みよい
環境づくりに努力していることに気付くようにすると
ともに，自分も地域社会の一員として協力できるよう
にする。」
この「内容（１）」は，「内容の取り扱い（１）」
で次のように補足されている。（17）
「内容（１）については，生活科との関連を考慮し
て，自分と地域の人々や地域社会とのかかわりについ
て考えさせるよう配慮する必要がある。」
すなわち，身近な社会や自然を自分とのかかわりで
理解させようとする生活科の視点を，３年生における
地域社会と自分とのかかわりに対応させたものとなっ
ている。その結果 ，自分や自分の生活が他の人々や施
設などの働きによって支えられているという理解によっ
て，地域社会の一員としての態度を育てることを意図
したものとなっている。
つまり，社会科が生活科との関連をはかることによっ
て，社会科は社会生活 における望ましい態度を育てる
ことに重点が置かれることになる。
IV　おわりに
本小論では，生活科の授業実践を手がかりに，社会
認識の育成における社会科と生活科の関連について考
察してきた。
埼玉大学附属小学校における生活科の授業は，被養
育者意識や役割意識を，直接体験を通して心情的に
理解させ，望ましい態度形成を はかろうとするもの
であった。そのため，社会科が生活科との関連をはか
ることによって，児童の科学的な社会認識の形成が妨
げられる可能性が指摘できるとともに，社会科におけ
る態度主義的な傾向がますます強まることも指摘でき
る。
このような問題を解決するためには，人々の心情や
自己の主観的な理解によって，望ましい態度を形成し
ようとすることに重点が置かれている生活科の授業を，
社会や自然の事象 の客観的な理解によって，知的な探
求心の形成や探求方法の習得を意図とする授業に改造
していくことが必要であると考える。
今後の課題は，上記のような考え方に立った生活科
の授業を開発し，実践することである。
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